
































































































































　ウィルキ （ーWilliam L. Wilkie）とモーア（Elizabeth S. Moore）は、“Marketing’s 
Contribution to Society”（pp.2～39）「マーケティングの社会的貢献」という論






























































































































































































































































































   （フィランソロ
　   ピーや１パー
　      セントクラブ
　　      など）
政治支援
   （公正な政治
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